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本
市
の
被
害
想
定

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

　

高
知
県
が
発
表
し
た
、
本
市
の

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
に
よ

る
被
害
想
定
は
、
揺
れ
、
液
状
化
、

津
波
、
急
傾
斜
地
崩
壊
、
地
震
火

災
に
よ
る
建
物
被
害
は
１
万
１
千

棟
、
人
的
被
害
の
死
者
数
は
３
千

200
人
、
負
傷
者
数
は
３
千
人
、
被

災
１
日
後
の
避
難
者
数
は
２
万
５

千
人
で
し
た
。
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
・
津
波
と
発
生
頻
度
の
高
い
一

定
程
度
の
地
震
・
津
波
に
対
す
る

被
害
想
定
を
受
け
、
市
地
域
防
災

計
画
に
、
具
体
的
な
被
害
の
規
模

や
目
標
数
値
を
反
映
さ
せ
て
、
防

災
・
減
災
対
策
を
講
じ
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
建
物
の
耐
震
性
の
強

化
、
家
具
等
の
転
倒
・
落
下
防
止

対
策
の
強
化
、
津
波
避
難
の
迅
速

化
な
ど
具
体
的
な
被
害
軽
減
効
果

を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
自
助
・
共

助
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

収
納
率
や
加
入
率
の
向
上
な
ど

の
適
切
な
運
営

財
政
状
況

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
形
式

収
支
は
、
５
億
５
千
283
万
２
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
形
式
収
支

か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
す
る
と
、
実
質
収
支
は
、

３
億
５
千
646
万
６
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
財
政
調
整

基
金
に
２
億
５
千
万
円
の
決
算
積

み
立
て
を
行
い
、
翌
年
度
繰
越
金

は
１
億
646
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
こ
と

と
な
る
の
で
、
特
別
会
計
で
も
収

納
率
や
加
入
率
の
向
上
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
り
、
適
切
な

運
営
に
努
め
ま
す
。

執
行
を
い
っ
た
ん
留
保

土
電
へ
の
補
助
金

　

３
月
22
日
に
新
聞
報
道
さ
れ
て

以
降
、
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
基

づ
き
、
南
国
警
察
署
長
と
の
協
定

書
に
よ
り
照
会
し
た
う
え
で
、
土

佐
電
気
鉄
道
（
株
）
へ
の
平
成
24

年
度
予
算
の
生
活
バ
ス
路
線
運
行

維
持
費
補
助
金
お
よ
び
鉄
道
軌
道

安
全
輸
送
設
備
等
整
備
事
業
費
補

助
金
の
執
行
を
留
保
し
ま
し
た
。

土
佐
電
気
鉄
道
（
株
）
の
事
実
調

査
の
報
告
は
、
高
知
県
は
そ
の
内

容
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
外

部
調
査
委
員
会
に
よ
る
再
調
査
を

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
再

調
査
の
結
果
報
告
は
、
平
成
24
年

度
予
算
の
出
納
事
務
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
た
め
、
補
助
金
返
還
の

対
応
も
残
し
つ
つ
、
二
つ
の
補
助

金
を
執
行
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

外
部
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果
を

福
祉
避
難
所
と
し
て
協
定
締
結

災
害
時
要
援
護
者
対
策

　

昨
年
度
は
、
５
事
業
所
を
知
的

障
害
者
・
発
達
障
害
者
に
特
化
し

た
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
し
、

本
年
４
月
に
は
、
山
田
養
護
学
校

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、

要
援
護
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
避

難
所
と
し
て
市
内
の
高
齢
者
施
設

７
カ
所
を
指
定
し
、
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者

対
策
の
充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。

見
て
、
高
知
県
と
も
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

健
全
な
運
営
を
目
指
し
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

平
成
24
年
度
の
歳
入
総
額
は
60

億
７
千
896
万
９
千
円
、
歳
出
総
額

は
59
億
７
千
890
万
６
千
円
と
な
り
、

１
億
６
万
３
千
円
の
決
算
剰
余
金

が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
５

千
957
万
９
千
円
を
本
年
度
の
国
・

県
等
へ
の
返
還
金
の
財
源
と
し
、

４
千
48
万
４
千
円
を
国
保
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。
基

金
残
高
は
６
千
300
万
円
と
な
り
ま

し
た
が
、
国
保
財
政
の
安
定
化
に

は
十
分
な
金
額
と
は
言
え
ず
、
国
、

県
な
ど
の
補
助
金
額
や
医
療
費
の

状
況
な
ど
の
分
析
を
行
い
、
引
き

続
き
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が

本
年
度
か
ら
２
期
目
と
な
る
こ
と

か
ら
第
２
期
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
市

民
の
健
康
増
進
、
医
療
費
の
適

正
化
を
図
る
た
め
に
は
、
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
の
向
上
が
不
可

欠
で
す
。
５
月
26
日
の
日
曜
日
に

は
、
第
２
回
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南

国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
の

健
康
運
動
教
室
の
開
催
に
あ
わ
せ

て
、
休
日
の
集
団
健
診
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
健
診
結
果
を
生

活
習
慣
病
予
防
に
生
か
せ
る
よ
う
、

小
学
校
な
ど
の
一
部
会
場
を
除
き
、

健
診
結
果
説
明
会
を
健
診
を
実
施

し
た
会
場
で
行
い
ま
す
。
受
診
者

が
健
診
結
果
通
知
を
持
っ
て
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
健
康

状
態
を
理
解
し
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
す
る
と
と
も
に
、

受
診
率
の
向
上
に
結
び
つ
け
て
い

く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
増
進
、
医
療
費
の
適
正
化

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

情
報
発
信
手
段
と
し
て

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
運
用

　

本
市
の
情
報
発
信
手
段
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
イ
ト
で
あ
る
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
利
用
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
５
月
に
試
験
的

に
運
用
し
、
６
月
か
ら
本
格
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
イ

ベ
ン
ト
、
観
光
情
報
な
ど
、
市
内

外
に
市
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
、
災
害

時
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
積

極
的
に
活
用
し
ま
す
。

レ
ジ
袋
型
ご
み
袋
に

指
定
ご
み
袋
の
変
更

　

水
銀
を
含
む
ご
み
袋
以
外
の
指

定
ご
み
袋
は
、
結
び
や
す
く
持
ち

や
す
い
レ
ジ
袋
型
に
変
更
さ
れ
ま

す
。
７
月
中
に
は
ス
ー
パ
ー
や
小

売
店
な
ど
の
指
定
ご
み
袋
取
扱
店

に
供
給
で
き
る
予
定
で
す
。
今
回

導
入
す
る
指
定
ご
み
袋
の
特
徴
は
、

レ
ジ
袋
型
の
ほ
か
10
枚
１
組
を
ロ

ー
ル
状
に
し
て
い
る
こ
と
、
目
の

不
自
由
な
方
に
も
可
燃
ご
み
用
と

資
源
用
の
違
い
が
分
か
る
加
工（
エ

ン
ボ
ス
加
工
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

変
更
に
伴
う
料
金
の
改
定
は
な
く
、

旧
型
の
指
定
ご
み
袋
も
、
引
き
続

き
使
用
で
き
ま
す
。

事
業
系
可
燃
ご
み
の
減
量
化

一
般
廃
棄
物
処
理
状
況

　

平
成
24
年
度
の
総
収
集
量
は
１

万
４
千
130
ｔ
で
、
前
年
度
比
41
ｔ

の
微
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体

と
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
系
可
燃
ご
み
お
よ
び
雑
ご
み
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
事
業

系
可
燃
ご
み
は
１
千
175
ｔ
、
前
年

度
比
48
％
増
と
、
こ
こ
数
年
に
お

い
て
も
例
を
見
な
い
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。
香
南
清
掃
組
合
と
連
携

し
て
可
燃
ご
み
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
除
去
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組

み
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

再
ス
タ
ー
ト
に
期
待

一
般
社
団
法
人
南
国
市
観
光
協
会

　

４
月
か
ら
一
般
社
団
法
人
と
し

て
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
南
国
市
観

光
協
会
の
活
動
は
、
観
光
客
の
一

層
の
誘
客
・
増
加
を
図
り
、
観
光

消
費
額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
市
の
観
光
産
業
、
ま
た
、

関
連
す
る
多
く
の
産
業
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

さ
く
ら
ま
つ
り
、
長
宗
我
部

フ
ェ
ス

春
の
イ
ベ
ン
ト

　

桜
の
開
花
が
早
か
っ
た
も
の
の

貫
之
さ
く
ら
ま
つ
り
や
岡
豊
山
さ

く
ら
ま
つ
り
が
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ

り
と
同
時
に
開
催
し
た
土
佐
の
食

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、
「
ご
め
ん

シ
ャ
モ
ス
キ
や
き
」
が
優
勝
す
る

な
ど
、
新
し
い
観
光
の
目
玉
に
な

る
も
の
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
共

催
し
て
、
高
校
生
の
ご
協
力
の
も

と
、
第
19
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
・
ウ
エ
ル
カ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
、
多
く
の
観
光
客
を
歓
迎
し
、

西
島
園
芸
団
地
は
、
過
去
最
高
の

に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。
５
月

12
日
に
は
、
「
ご
め
ん
」
の
名
称

を
生
か
し
た
ご
め
ん
な
さ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
ご
め
ん
な
祭

（
さ
い
）
」
が
開
催
さ
れ
、
吾
岡

山
で
多
く
の
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

が
叫
ば
れ
ま
し
た
。
５
月
18
日
に

は
、
第
４
回
長
宗
我
部
フ
ェ
ス
が

開
催
さ
れ
、
長
宗
我
部
信
親
な
ど

を
し
の
ぶ
大
野
川
祭
り
を
開
催
し

て
い
る
大
分
県
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
決
定
の
変
更
告
示

土
地
区
画
整
理
事
業

　

篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

４
月
16
日
に
都
市
計
画
決
定
変
更

の
告
示
を
行
い
、
施
行
区
域
5.1　

を
決
定
し
ま
し
た
。
本
年
度
内
の

事
業
認
可
の
取
得
に
向
け
て
、
事

業
計
画
書
の
作
成
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
行
地
区
の

土
地
の
境
界
や
地
積
測
量
を
行
い
、

ha

地
権
者
お
よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

水
量
料
金
の
引
き
上
げ

水
道
事
業
会
計
の
健
全
運
営

　

配
水
池
施
設
の
耐
震
化
は
、
昨

年
度
南
部
配
水
池
を
耐
震
補
強
し
、

す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
幹
線
石

綿
管
布
設
替
え
・
緊
急
時
幹
線
管

路
耐
震
化
事
業
や
水
道
台
帳
デ
ー

タ
化
な
ど
も
、
引
き
続
き
整
備
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
上
下
水
道
局
庁
舎
や

水
源
地
管
理
棟
の
更
新
な
ど
の
地

震
対
策
も
、
今
後
10
年
間
で
集
中

的
に
整
備
す
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み

つ
つ
、
今
後
の
水
道
事
業
会
計
の

健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
水
量

料
金
の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
方
式
の
調
査
研
究

中
学
校
給
食

　

中
学
校
給
食
は
、
南
国
市
中
学

校
給
食
実
施
検
討
委
員
会
の
答
申

お
よ
び
教
育
委
員
会
の
提
言
を
受

け
、
全
員
喫
食
の
セ
ン
タ
ー
方
式

に
よ
る
実
施
に
向
け
て
、
調
査
研

究
を
進
め
ま
す
。

市政報告６

　橋詰壽人市長は、各議案の提案説明に先立ち、
「国は、安倍首相の『３本の矢』の金融政策、財
政政策、成長戦略により、日本経済の再生を進め
ています。金融緩和などによる円安を進め、５月
23日以降、株価は乱高下し、不安定な側面もみせ
ていますが、依然高水準を維持しており、国民は
景気の回復を期待しています。しかしながら、地
方への波及は、実態として目に見えるまでには至
っていません。
　平成25年５月15日に高知県が発表した地震・津
波の被害想定は、前提条件として、住宅の耐震化

率や津波からの避難行動などを設定していますが、
この前提条件は、住民の避難行動や県・市の取り
組みにより大きく変わります。この被害想定を受
け、県と同様に、本市においても、市民の生命を
守ることに直結する対策は、最大クラスの地震・
津波を想定したものとし、一方、応急、復旧・復
興対策は、最大クラスに加え、発生頻度の高い一
定程度の地震・津波も視野に入れた検討を行い、
対策に幅を持たせて備えます」と述べた後、主要
な課題について報告しました。
※内容は、あらましです。

６月14日

第370回　市議会定例会

市政報告月
議会


